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円山川流域の現状説明
(流域の概要、治水について)

平成15年11月18日

国土交通省 近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所
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●基準地点●基準地点

○市役所・町役場○市役所・町役場

流域概要･･･　　　

流域の86%が山地、

14%が平地

流域面積･･･　　　

　　　　1,300km2

関係市町村･･･豊岡市、

城崎町、出石町、日高町、

八鹿町など１市12町

流域内人口･･･　　　

　　　約16万人

1.1 1.1 流域の概要流域の概要
流域の概要
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1.1 1.1 流域の概要流域の概要
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円山川水系の主要河川勾配図円山川水系の主要河川勾配図

河川の概要河川の概要

1.1 1.1 流域の概要流域の概要
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1.1 1.1 流域の概要流域の概要
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山地に入り、勾配
が急になります

河口から約１６kmは勾配が他河川
と比べて緩い

他河川との河床勾配比較
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地図による河道の変遷地図による河道の変遷
((明治明治3131年～大正時代の改修図年～大正時代の改修図))

明治明治3131年年

大正時代の改修図大正時代の改修図 大磯の大曲がりの大磯の大曲がりの
ショートカットショートカット　　

大磯の大曲がり大磯の大曲がり1.2 1.2 円山川の姿円山川の姿
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昭和昭和2828年年

平成平成77年年

直線化

昭和２昭和２88年　年　
当時の河道当時の河道

・地図による河道の変遷・地図による河道の変遷((昭和昭和2828年～平成年～平成77年年))

1.2 1.2 円山川の姿円山川の姿

ＰＰ1010



6

平成平成1212年年

昭和昭和2222年年

河口部では、左岸1.5k～3.2k
区間で、昭和50年代～60年
代にかけて、菊屋島・中ノ島菊屋島・中ノ島
の掘削を行いました。の掘削を行いました。

昭和22年当時は　
ひのそ島、和田島
が見てとれます。

写真による河道の変遷写真による河道の変遷((河口～玄武洞付近河口～玄武洞付近))

1.2 1.2 円山川の姿円山川の姿
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昭和昭和2222年年

平成平成1414年年

本川の河道形状に大きな変化はあり本川の河道形状に大きな変化はあり
ませんませんが、約50年間で旧円山川沿い
を含めて市街化が進んで市街化が進んでいます。

写真による河道の変遷写真による河道の変遷((玄武洞付近～豊岡市街地玄武洞付近～豊岡市街地))

1.2 1.2 円山川の姿円山川の姿
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円山川平均河床高縦断図
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1.2 1.2 円山川の姿円山川の姿

円山川の経年的な　
平均河床変動量

河床の経年的な変化量は少なく、安定傾向にあります。河床の経年的な変化量は少なく、安定傾向にあります。
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出石川合流点

北近畿タンゴ鉄道

1.2 1.2 円山川の姿円山川の姿

出石川合流点から出石川合流点から
上流区間では蛇行上流区間では蛇行
が目立ちます。が目立ちます。

河道の現状

河床勾配が緩い区間
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出石川
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中州（ひのそ島・一日市島）
があります。
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1.3 1.3 自然環境自然環境

下鶴井のヨシ原

シオクグ（近畿版RDB）

ヒヌマイトトンボ（RDB絶滅危惧種）

ホソバイヌタデ（RDB絶滅危惧ⅠB類）

ＰＰ1515

円山川では河床勾配円山川では河床勾配
が緩いことから多種が緩いことから多種
多様な生物環境が形多様な生物環境が形
成されています。成されています。

汽水域特有の動植物汽水域特有の動植物
が生息、生育していが生息、生育してい
ます。ます。

下鶴井のヨシ下鶴井のヨシ
原に代表され原に代表され
る自然豊かなる自然豊かな
環境を有して環境を有して
います。います。

1.3 1.3 自然環境自然環境
円山川

由良川

020406080100 0 200 400 600 800

北　川

九頭竜川

揖保川

加古川

猪名川

淀　川

大和川

紀ノ川

確認された植物種数確認された魚類種数

84種
（H11）

733種
（H9）

魚類 植物

（平成７年度～平成１１年度河川水辺の国勢調査結果から作成）　

((データ無しデータ無し))

((データ無しデータ無し))
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1.4 1.4 地盤沈下の現状地盤沈下の現状

流域の地質

土地分類図 (表層地質図 )兵庫県 (財 )日本地図 センター粘性土層粘性土層

砂層砂層

豊岡盆地は粘性土層
が４０ｍ程度、分布
しています。
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1.41.4地盤沈下の現状地盤沈下の現状

１級水準点での累加地盤沈下量年間地盤高沈下量コンター図
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1.4 1.4 地盤沈下の現状地盤沈下の現状

八条ポンプ場では、排水機場は地
盤沈下対策を行っているために沈
下は生じておりませんが、周りの階
段などが沈下しており、写真のよう
にズレが生じております。

八条ポンプ場では、排水機場は地
盤沈下対策を行っているために沈
下は生じておりませんが、周りの階
段などが沈下しており、写真のよう
にズレが生じております。
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1.4 1.4 地盤沈下の現状地盤沈下の現状
冬期の地下水位低下要因は消雪用揚水

地下水位は，特に冬期に低下し
ています。

地盤沈下量は揚
水量増加・地下
水位低下と連動
しています。

一日市

豊岡

新田

地下水
観測所位置

沈
下
量
沈
下
量
(( m
m
)
m
m
)
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直轄管理区間
　(円山川)河口～赤崎地点27.7k地点
　(奈佐川)円山川合流点～4.1k地点
　(出石川)円山川合流点～8.7k地点
県管理区間･･･直轄管理区間外の流
　　　　　　　 域全て

1.5 1.5 流域の管理区分流域の管理区分

出石川圏域

円山川下流圏域

円山川上流圏域
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